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衛生費
8億5,909万1,649円 

（4.80％） 

農林水産業費
5億1,240万1,264円 

（2.87％） 

商工費
1億8,132万8,737円 

（1.01％） 

議会費
1億5,560万3,705円 

（0.87 ％）

町税
48億5,528万8,796円

（26.14％）

民生費
45億9,238万4,908円

（25.68％）

その他
37億3,453万6,677円 

（20.88％）

総務費
19億3,898万7,323円 

（10.84％）

教育費
32億6,072万331円

（18.23％）

土木費
18億4,120万228円 

（10.30％）

公債費
8億609万6,889円 

（4.51％）

繰入金
21億1,484万9,769円

（11.39％）

繰越金
8億9,769万9,020円

（4.83％）

財源収入
17億6,700万8,700円

（9.51％）

町債
7億4,160万円

（3.99％）

各種交付金
12億5,225万6,000円

（6.74％）

地方交付税
13億6,036万円

（7.32％）

国庫支出金
33億5,833万4,994円

（18.08％）

県支出金
16億4,572万2,724円

8.86％）

その他財源
5億2,251万5,251円

（2.81％）

地方譲与税
5,968万3,000円

（0.32％）

類似団体は、読谷村、西原町、南風原町

経常収支比率

財政力指数

自
主
財
源

（59.0％）

依
存
財
源

（41.0％）

平成28年度一般会計

歳出総額178億8,235万1,702円 歳入総額185億7,531万8,254円
(前年度比28億6,860万8,017円　18.26％増)(前年度比30億7,334万円　20.8％増)

平成28年度

決算認定どう使われたか私たちの税金
不能欠損額
1,912万円（0.38％）

町民税
15億5,199万円（30.56％）
固定資産税
30億5,298万円（60.12％）
軽自動車税
8,961万円（1.76％）
町たばこ税
1億3,632万円（2.68％）

調　定　額…年度内に町に入るべきお金
収 　入 済 額…年度内に納められたお金
収入未済額…年度内に納められなかったお金
不能欠損額…調定した歳入が督促等を行ったが時効が到来し、徴収できないと
　　　　　　認定されたもの

メディアステーション使用料（前年度決算額2,173万4,760円）

漁港施設使用料（前年度決算額1,381万3,460円）

町営住宅使用料（前年度決算額3,997万2,235円）

町営住宅駐車場使用料（前年度決算額235万3,500円）

数値が大きいほど財政に余裕がある。「1.0」を超えた場合は、裕福な団体
（支出より収入が多い）。H22より県内で3位を堅持。今後も米軍用地返還跡
地開発による固定資産税等の増収が期待できる。
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90.7 84.4 87.6 88.2 85.8類似団体平均

北 谷 町

財政の弾力性を示す指標。70％～80％が望ましいとされている。突発的な
出費が必要となった際の弾力的な対応ができるかを示している。人件費、物
件費の削減等により改善に努めている。
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実質収支比率

類似団体平均

北 谷 町

自治体裁量で使える財源のうち、少し余る位で使っていれば“健全”とされ、
3～5％が望ましい。5％を超えている場合は剰余金が多額に発生し、財政運
営が十分でないといえる。
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公債費負担比率

類似団体平均

北 谷 町

借金などの返済に税金などの一般財源がどの程度使われているかを示す指
標。10％を超えないのが望ましい。本町は、過去に発行した地方債の償還完
了により、改善傾向が続く。

収入済額
（2.49％増）

48億5,529万円
（95.62％）

収入未済今年度額
　2億337万1,174円（4.00%）
前年度比 2,421万3,491円減

収入未済額
59万7,460円
（3.07％）

収入未済額
511万4,680円
（22.38％）

収入未済額
481万200円
（9.27％）

収入未済額
12万7,500円
（3.89％）

収入済額
1,886万7,540円

（96.9％）

収入済額
1,774万2,504円

（77.62％）

収入済額
4,709万7,126円

（90.73％）

収入済額
315万3,300円
（96.11％）

町税の決算状況 今年度決算額48億5,529万円
前年度比1億1,803万8,000円増

主な使用料等の決算状況 決算額2億5,395万7,938円
（前年度比525万2,681円増）

調定額
50億7,778万円

調定額
1,946万5,000円

調定額
2,285万7,184円

調定額
5,190万7,326円

調定額
328万800円

用語の解説

民生費　老人福祉や

児童福祉、障がい者福
祉等の運営などに使う
お金

その他　労働費、消

防費、諸支出金など

総務費　交通安全対

策、振興計画策定、庁舎
の管理などに使うお金

教育費　小中学校や

幼稚園の教育環境の整
備、生涯学習文化財保
護などに使うお金 

土木費　町道の舗装

補修、道路の新設改良、
河川の整備、町営住宅
建設などに使われるお
金

公債費　町が学校を

建てたり、道路を造った
りするときに借りたお
金を返すためのもの

衛生費　各種健診や

予防接種、ゴミやし尿
の処理、ゴミ減量化推
進などに使うお金

農林水産業費　農

林水産業の振興、漁港
施設の整備などに使う
お金

商工費　町内商工業

の振興や金融対策、観
光振興などに使うお金

用語の解説

町税　町民が納める税金

繰入金　基金の取り崩し

などにより繰り入れたお金

繰越金　決算上剰余金

が生じた場合、翌年度の財
源として繰越しする

財産収入　公有財産の

うち行政財産を除いた財
産の貸付や運用等による
収入

その他財産　分担金、

負担金、使用料、手数料、寄
付金、諸収入

地方譲与税　自動車重

量税の一部など、もともと
地方税として納めるべき
ものを国税として徴収し町
に譲与されたお金

町債　大きな事業を行う

ために、国や県及び金融機
関から借り入れたお金

各種交付金　地方消費

税交付金等、諸々の交付金

地方交付税　所得税な

ど国が徴収した税金の中
から、町の財政状況に応じ
て交付されるお金

国庫支出金　地方公共

団体が提供する特定の行
政サービスに対し国から
交付金などの名称で交付
される財源

県支出金　町が行う事

業に対して県が交付する
財源

内
訳



議会だより 2017年（No.89） 議会だより 2017年（No.89）5 4

決算審査（一般会計）質疑応答（要旨）こんな事をやりました！平成28年度は

北谷第二小学校改築事業

　老朽化に伴い改築を行い、耐震化及び教育環境
の改善を行う（校舎改築工事竣工により当該事業
は完了）

北谷町観光物産プロモーション事業

　本町への観光客誘客推進と地域特産品の交流を
図る（台湾「Ｅ－ＪＡＰＡＮ物産展」）

特定不妊治療費助成事業

　子どもを望む夫婦の
負担軽減を図り、治療
に要した費用の一部を
負担する

特定駐留軍用地内取得事業

　返還前に公有地を拡大し、計画的な跡地利用を
図る

宇久殿中央線改良事業

　車両の円滑な交通及び歩行者の安全を確保する

コミュニティバス導入検討事業

　バスの利用促進を図るため、車両へのラッピン
グのデザイン作成や広報媒体の作成を行った

6億３，４８７万3千円

1,407万円

359万9千円

16億5,774万3千円

1,328万8千円

194万2千円

地
方
自
治
法
第
233
条
第
３
項
に
基
づ
き
北
谷
町
長
か
ら
決
算
認
定
の
た

め
に
提
出
さ
れ
た
報
告
書
で
す

審
査
の
着
眼
点

●
決
算
計
数
は
正
確
で
あ
る
か
。

●
予
算
執
行
は
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
果
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
。

●
財
政
に
関
す
る
事
務
執
行
は
関
係
法
令
に
適
合
し
て
い
る
か
。

●
財
産
管
理
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

審
査
結
果
・
意
見

着
眼
点
に
基
づ
き
、
決
算
審
査
を
行
っ
た
。

予
算
執
行
は
、
そ
の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
に
さ
れ
て
お
り
、
各
種
の
事
務

事
業
は
、
初
期
の
成
果
を
収
め
て
い
る
と
認
め
る
。
し
か
し
、
財
政
運

営
上
い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
り
今
後
検
証
を
頂
き
た
い
。

◇
経
常
収
支
比
率
は
、
81
・
1
％
で
、
対
前
年
度
比
１
・
０
ポ
イ
ン
ト
の

増
で
依
然
と
し
て
高
く
、
今
後
も
引
き
続
き
圧
縮
す
る
よ
う
な
お
一

層
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
公
債
費
負
担
比
率
は
、
財
政
運
営
上
通
常
は
15
％
が
警
戒
ラ
イ
ン
。

本
町
は
、
６
・
６
％
で
、
対
前
年
度
比
０
・
６
ポ
イ
ン
ト
の
減
。
今
後

も
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
を
望
む
。

◇
財
政
確
保
に
つ
い
て
、
地
方
交
付
税
は
対
前
年
度
比
５
・
５
％
の
減
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
災
害
等
か
ら
の
復
旧
・
復
興
へ
の
対
策
に
よ
り
、

地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
の
減
額
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
歳
出
面
で
は
、
福
祉
・
子
育
て
支
援
・
保
健
な
ど
の
経
費

で
あ
る
扶
助
費
、
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
補
修
費
及
び
防
災
拠

点
整
備
事
業
・
駐
留
軍
用
地
の
返
還
跡
地
利
用
推
進
事
業
な
ど
の
経

費
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
町
の
根
幹
財
源
で
あ
る
町
税
の
収
入
未

済
額
を
圧
縮
し
、
滞
納
の
抑
制
・
解
消
を
図
る
と
と
も
に
、
節
減
・

合
理
化
に
努
め
、
経
費
抑
制
を
図
り
財
源
確
保
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
な
課
題
。

問 

う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
の
平
成
28
年
度
の
決

算
に
お
け
る
収
支
バ
ラ
ン
ス
は

答 

指
定
管
理
費
、
そ
の
他
の
委
託
費
が
合
計

で
２
千
４
９
２
万
円
。
28
年
度
は
年
間
３
千
７

４
２
万
円
。
合
計
で
６
千
２
３
４
万
円
の
支
出

が
出
て
い
る
。
う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
の
使
用
料

は
３
９
７
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

問 

地
方
消
費
税
交

付
金
の
基
準
の
算
出

に
つ
い
て
伺
う

答 

国
勢
調
査
に
基

づ
い
た
人
口
、
統
計

調
査
、
事
業
所
の
数
、

従
業
員
の
数
を
按
分

し
て
市
町
村
に
配
分

さ
れ
る
。

問 

現
在
の
町
営
住
宅
駐
車
場
の
使
用
料
は
い

く
ら
か
。
ま
た
、
滞
納
者
へ
の
対
応
は

答 

月
額
で
１
台
あ
た
り
１
千
５
百
円
。
滞
納

分
の
対
応
は
、
個
別
に
面
談
し
、
今
後
の
返
済

計
画
を
相
談
し
な
が
ら
滞
納
を
減
ら
す
よ
う
に

し
て
い
る
。

問 

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
改
良
事
業
に
つ
い
て
、

今
後
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て

い
く
か

答 

こ
れ
ま
で
の
ラ
グ
ー
ン
案
か
ら
展
開
案
に
決

定
し
て
い
っ
た
経
緯
や
、
理
由
を
説
明
し
、
一
定

の
理
解
は
得
ら
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
は
、
現
在
、
宮

城
児
童
館
だ
け
。
今
後
も
放
課
後
児
童
育
成

事
業
を
や
る
予
定
が
あ
る
か

答 

今
年
度
、
再
度
在
学
生
に
対
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
見
て
、

児
童
館
等
に
設
置
す
る
の
か
、
学
校
内
施
設
の

建
設
等
を
進
め
て
行
く
の
か
、
そ
の
判
断
材
料

と
し
て
い
き
た
い
。

監
査
委
員
審
査
意
見
報
告

うみんちゅワーフの収支バランスは

放課後児童クラブ設置の宮城児童館

サンセットビーチ改良イメージ図

これらの事業は国・県の補助金も活用しています
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平成２９年度 補正予算 平成２8年度 特別会計・水道事業会計決算

補正額 ………………………………………………………………  8億1,800万円
予算総額 …………………………………………………………… 154億1,100万円

歳入予算：地方交付税の補正、国・県支出金等の補正、繰入金の補正。
歳出予算：人件費、特別会計における給与改定への対応のための繰り出し金の増額補正。

歳入総額 ……… 51億6,812万3,195円
歳出総額 ………… 48億528万4,901円
差引残高 ……… 3億6,283万8,294円

平成27年度の決算額と比較すると、
歳入  6.6%増　歳出  1.9%増

歳入総額 ……… 3億3,558万9,795円
歳出総額 ……… 3億3,291万1,181円
差引残高 …………………267万8,614円

平成27年度の決算額と比較すると、
歳入  5.5%増　歳出  10.8%減

補正額 ………………………………………………………… 5億6,632万3千円
予算総額 ……………………………………………………… 52億7,580万5千円

歳入予算：一般会計繰入金が、今年度の収入見込から増額補正。
歳出予算：今年度の支出見込により増額補正。

歳入総額 ………………………10億3,056万5,968円
歳出総額 ……………………… 8億1,365万1,993円
差引残高 ……………………… 2億1,691万3,975円

平成27年度の決算額と比較すると、歳入  14.9%増　歳出  3.9%減

補正額 …………………………… 268万5千円
予算総額 …………………3億3,594万5千円

収益的収入 …………………… 9億4,806万7,470円
収益的支出 ………………………… 7億8,029万94円
資本的収入 ………………………… 2,078万9,560円
資本的支出 …………………… 1億2,381万3,311円

・平成28年度給水人口	 29,098人
・年間総給水量	 4,089,442㎥
・有収率	 96.6%

※資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億302万3,751円は、減債積立金4,890万6,032円、
　過年度損益勘定留保資金 5,411万7,719円で補てんした。

「平成29年４月１日付けで地方公営企業法の全部を適用する
ため同年３月31日に出納閉鎖したことに伴い、平成28年度
以前の会計年度において発生した債権又は債務に関わる未
収金又は未払金が確定。」

「第４条の２特例的収入及び支出に定めた未収金の当初予定
額９千505万２千円を９千764万７千円に、未払金の当初予
定額５千677万８千円を５千758万４千円にそれぞれ増額。」

・当年度未処分利益剰余金　2億1,124万8,113円

※�上記金額を建設改良積立金に1億565万8,302円、資本金に1億558万9,811円を組み入れ処分
した。

北谷町後期高齢者医療特別会計北谷町国民健康保険特別会計

北谷町公共下水道事業特別会計

北谷町水道事業会計（消費税込み）

平成28年度北谷町水道事業剰余金の処分について

国民健康保険特別会計

一般会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業特別会計

認
定

認
定

認
定

認
定
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条例・契約・その他議案
決議・意見書・陳情

Ｆ-

35
Ｂ
戦
闘
機
を
含
む
軍

用
外
来
機
飛
来
・
暫
定
配
備

等
に
抗
議
し
、
即
時
撤
去
を

求
め
る
抗
議
決
議
・
意
見
書

県
産
品
及
び
地
元
産
品
の
優

先
使
用
に
関
す
る
決
議

北
谷
町
立
幼
稚
園
の
ク
ラ
ス

定
数
引
き
下
げ
と
教
職
員
の

処
遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

国
保
県
単
位
化
に
お
け
る
国

書
採
択
に
つ
い
て
の
陳
情

垂
直
離
着
陸
輸
送
機
Ｍ
Ｖ
２２

オ
ス
プ
レ
イ
の
即
時
飛
行
停

止
と
撤
去
を
求
め
る
抗
議
決

議
・
意
見
書

嘉
手
納
飛
行
場
に
お
け
る
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
の
禁

止
を
求
め
る
抗
議
決
議
・
同

意
見
書

北
谷
町
立
学
校
新
給
食
セ
ン

タ
ー
の
施
設
整
備
に
お
い
て

炊
飯
設
備
の
継
続
導
入
を
求

め
る
決
議

あ
て
先　

抗
議
決
議
が
米
国
及
び
米
軍
関
係
機
関
。

意
見
書
が
衆
参
両
議
院
議
長
は
じ
め
日

本
政
府
関
係
機
関

あ
て
先　

北
谷
町
長
、
北
谷
町
教
育
長
質
問
・
討

論
等
、
詳
し
く
は
Ｐ
・
25
の
特
集
を
ご

覧
下
さ
い

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

改
善
を
求
め
る
意
見
書

国
保
財
政
の
県
移
管
に
お
け

る
国
保
制
度
改
善
を
求
め
る

意
見
書
・
決
議

あ
て
先　

衆
参
両
院
議
長
は
じ
め
日
本
国
政
府
関

係
大
臣
な
ら
び
に
沖
縄
県
知
事

あ
て
先　

意
見
書
が
衆
参
両
院
議
長
は
じ
め
日
本

国
政
府
関
係
大
臣
な
ら
び
に
沖
縄
県
知

事
、
決
議
が
北
谷
町
長

県
産
品
の
優
先
使
用
に
関
す

る
要
請

採択

地
元
産
品
奨
励
及
び
地
元
企

業
優
先
使
用
に
つ
い
て
（
要

請
）

北
谷
町
で
使
用
す
る
物
品
等
に
つ
い
て
は
、

地
元
産
品
を
優
先
使
用
し
て
頂
き
、
公
共

工
事
に
は
地
元
企
業
を
優
先
す
る
と
同
時
に
、

町
民
に
も
地
元
産
品
優
先
使
用
の
意
識
の
高

揚
を
図
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す

採択

採択
「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ

ン
」
を
地
域
社
会
で
実
践
す

る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
決
意
と
支
援
の
要
望

採択

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制
度

に
係
る
意
見
書
採
択
に
つ
い

て
の
陳
情

採択採択

北
谷
町
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
第
９
条
等
の
地
方
税
の
課
税
免
除
又
は
不
均
一

課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部
改
正
が

な
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
北
谷
町
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
為
に
改
正
。

北
谷
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
伊
平
17
号
線
13
路
線)

（
謝
苅
栄
口
線
外
１
路
線)

（
宮
城
57
号
線
外
１
路
線
）

北
谷
町
道
路
線
の
認
定
す
る
に
は
道
路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議

会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
。

北
谷
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

 

今
年
度
導
入
を
予
定
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
証
明
書
交

付
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て

い
る
多
機
能
端
末
機
よ
り
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を
行
う
と
と
も
に
、
又

併
せ
て
条
例
全
体
の
文
句
を
適
切
な
表
現
に
改
め
る
た
め
、
北
谷
町
印
鑑

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
為
に
改
正
。

北
谷
公
園
野
球
場
ブ
ル
ペ
ン
新
設
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

北
谷
公
園
野
球
場
ブ
ル
ペ
ン
新
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
北
谷

町
議
会
の
決
議
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
。

北
谷
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

今
年
度
導
入
を
予
定
し
て
い
る
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業
を
実
施
に

伴
い
、
北
谷
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
為
に
改
正
。

北
谷
第
二
幼
稚
園
園
舎
改
築
工
事
（
建
設
）
請
負
工
事
に

つ
い
て

　

北
谷
第
二
幼
稚
園
園
舎
改
築
工
事
（
建
設
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、

北
谷
町
議
会
の
決
議
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る

条
例
第
２
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
。

桑
江
総
合
運
動
場
改
修
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

桑
江
総
合
運
動
場
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
北
谷
町
議
会

の
決
議
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
。

伊
平
桑
江
線
県
道
取
付
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

伊
平
桑
江
県
道
取
付
工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
は
北
谷
町
議
会
の
決

議
に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定

に
よ
り
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す
る
。

証明書がコンビニで交付される
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議　　案

議　

決　

結　

果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

  

氏 

名

宮

里
　

廣

高
安 

克
成

友

利
　

勉

喜
友
名 

朝
哲

喜
友
名 

盛
充

渡
久
地 

政
志

照
屋 

正
治

亀
谷 

長
久

大
浜 

ヤ
ス
子

仲
栄
真
恵
美
子

玉
那
覇 

淑
子

宮

里

 

歩

與

儀

 

誠

仲
地 

泰
夫

阿
波
根　

弘

目
取
眞　

肇

金
城 

紀
昭

中
村 

重
一

田
場 

健
儀

第４６３回　　臨時議会
Ｆ－35Ｂ戦闘機を含む軍用外来機
飛来・暫定配備等に抗議し、即時
撤去を求める抗議決議

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 欠 欠 ○ ○

Ｆ－35Ｂ戦闘機を含む軍用外来機
飛来・暫定配備等に抗議し、即時
撤去を求める意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 欠 欠 ○ ○

第４６４回　　臨時議会
北谷公園野球場ブルペン新設工
事請負契約について	 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷第二幼稚園園舎改築工事（建
築）請負契約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

桑江総合運動場改修工事請負契
約について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第４６５回　　臨時議会
垂直離着陸輸送機ＭＶ22オスプレ
イの即時飛行停止と撤去を求め
る抗議決議		

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○

垂直離着陸輸送機ＭＶ22オスプレ
イの即時飛行停止と撤去を求め
る意見書

可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○

第４６６回　　定例議会
北谷町固定資産税の課税免除に
関する条例の一部を改正する条例
について		

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町印鑑条例の一部を改正す
る条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

北谷町手数料条例の一部を改正
する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町道路線の認定について（伊
平17号線外13路線） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町道路線の認定について（謝
苅栄口線） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町道路線の認定について（宮
城57号線外１路線） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度北谷町一般会計補正
予算（第２号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度北谷町国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度北谷町後期高齢者医
療特別会計補正予算（第１号）につ
いて		

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成29年度北谷町下水道事業会
計補正予算（第１号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

嘉手納飛行場におけるパラシュー
ト降下訓練の禁止を求める抗議
決議		

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　　案

議　

決　

結　

果

議席 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19  

氏 

名

宮

里
　

廣

高
安 

克
成

友

利
　

勉

喜
友
名 

朝
哲

喜
友
名 

盛
充

渡
久
地 

政
志

照
屋 

正
治

亀
谷 

長
久

大
浜 

ヤ
ス
子

仲
栄
真
恵
美
子

玉
那
覇 

淑
子

宮
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誠
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中
村 
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場 
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嘉手納飛行場におけるパラシュー
ト降下訓練の禁止を求める意見
書		

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度伊平桑江線県道取付
工事請負契約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町一般会計歳入
歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町後期高齢者医
療特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町公共下水道事
業特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町水道事業会計
決算認定について	 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成28年度北谷町水道事業剰余
金処分について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地元産品の奨励及び地元企業優
先使用について（要請） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県産品の優先使用について（要請） 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

県産品及び地元産品の優先使用
に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「ニッポン一億総活躍プラン」を地
域社会で実践するシルバー人材セ
ンターの決意と支援の要望

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町立幼稚園のクラス定数引
き下げと教職員の処遇改善を求
める陳情

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

子どもの医療費助成制度に係る
意見書採択についての陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

子どもの医療費助成制度改善を
求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

子どもの医療費助成制度改善を
求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国保県単位化における国保制度
改善を求める意見書採択について
の陳情書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国保財政の県移管における国保
制度改善を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国保財政の県移管における国保
制度改善を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

国保財政の県移管における国保
制度改善を求める決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

北谷町立学校新給食センターの
施設整備において炊飯設備の継
続導入を求める決議（P25参照）

可決 ○ ○ × ○ ○ × × × × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ×

※議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、法定伝染病の欠席者は（病）、所用の欠席者は（欠）として
います。議長は、採決に加わらないため斜線としています。法律により、採決に加わらない議案については（除）としています。

第463回～第466回　　　臨時・定例議会　議決結果賛否一覧表



他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

◦
教
育
行
政
に
つ
い
て

◦
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
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問
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Q 防犯カメラを桑江、浜川と安良波線に
も設置すべきだと思うが必要性は Q 行政懇談会における主な 「町民の声」 は

A 交通量が多い地域。設置は今後検
討するべきものだと思っている A 11行政区において延べ306人の参加、

170件の質問や要望等があった

亀
か め

谷
や

　長
ちょう

久
きゅう

 議員金
き ん

城
じょう

　紀
の り

昭
あ き

 議員

ずばり、町政を問う!!

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

問 

行
政
懇
談
会
に
お
け
る
主
な

「
町
民
の
声
」
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
た
か

答 

総
務
部
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
運
用
、
防
災
無
線
・
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
、交
通
安
全
対
策
（
信

号
機
設
置
等
）、
北
玉
小
学
校
ス

ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
交
通
規
制
、
自

治
会
加
入
な
ど
。
住
民
福
祉
部
で

は
、
犬
・
猫
の
対
策
、
ゴ
ミ
問
題

（
不
法
投
棄
等
）
な
ど
。
建
設
経

済
部
は
、
道
路
整
備
（
カ
ー
ブ
ミ

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を

問
う

問 

防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性
と
設

置
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か

答 

沖
縄
県
に
お
け
る
犯
罪
を
抑

止
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄
県
民
の

安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
補
助
金
が
交
付
。
本
町
に

お
い
て
も
、
公
共
施
設
の
利
用
者

が
安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ

う
適
正
な
管
理
を
行
な
う
こ
と
を

目
的
に
事
業
の
申
請
を
行
な
っ
て

い
る
。

問 

宮
城
２
号
線
の
み
に
、
な
ぜ

17
台
も
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の

か
伺
う

答 

車
上
荒
ら
し
等
に
よ
る
被
害

が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宮

城
２
号
線
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

を
申
請
し
、
犯
罪
の
抑
止
に
効
果

が
見
込
ま
れ
る
場
所
へ
設
置
を
考

え
て
い
る
。

問 

町
長
の
判
断
で
町
道
へ
の
追

加
設
置
は
可
能
か

答 

改
め
て
設
計
委
託
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
更
に
時
間
を
要
す
る
為
、

追
加
し
て
設
置
す
る
こ
と
は
現
段

階
で
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
備
等
）、

桑
江
公
園
の
環
境
整
備
及
び
管
理
、

街
路
樹
植
栽
の
管
理
、
桑
江
17
号

線
の
整
備
事
業
、
空
家
対
策
、
違

法
駐
車
の
対
策
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
整
備
事
業
な
ど
の
質
問
が
あ
っ

た
。
教
育
委
員
会
は
、
学
校
運
動

場
の
砂
塵
及
び
整
備
、
町
の
学
校

教
育
な
ど
質
問
が
あ
っ
た
。

問 

こ
の
よ
う
な
町
民
の
声
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
応
え
て
い
く
か

答 

行
政
懇
談
会
に
お
い
て
は
、

11
行
政
区
自
治
会
か
ら
多
く
の
質

問
や
要
望
等
が
あ
っ
た
。
そ
の
一

つ
ひ
と
つ
の
質
問
や
要
望
等
に
対

し
町
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か

を
お
答
え
し
、
そ
の
後
ど
の
よ
う

に
処
理
し
た
か
、
そ
の
記
録
を
各

自
治
会
に
提
供
。
町
民
に
対
し
て

は
広
報
ち
ゃ
た
ん
及
び
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
。

　
教
育
行
政
を
問
う

問 

北
谷
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
周

辺
住
民
の
砂
塵
被
害
の
実
態
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を
も
っ

て
い
る
か
伺
う

答 

乾
燥
と
強
風
な
ど
に
よ
り
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
土
が
飛
散
し
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
周
辺
住
民
の
皆
様
方
に
は

博
物
館
の
建
設
問
題
を

問
う

問 

基
本
計
画
書
と
現
在
の
進
捗

状
況
、
開
館
期
日
等
、
今
後
の
日

程
に
つ
い
て
伺
う

答 

現
在
、
実
施
設
計
を
発
注
。

平
成
30
年
度
か
ら
31
年
度
に
か
け

て
建
設
工
事
、
外
構
工
事
等
を
予

定
。
平
成
31
年
度
中
の
開
館
を
目

指
す
。

問 

管
理
運
営
計
画
、
人
員
体
制
、

運
営
方
式
、
総
事
業
費
、
年
間
運

営
費
、
初
年
度
来
館
予
定
者
数
は

多
大
な
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
大

変
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
日
々

の
砂
塵
対
策
や
、
効
果
的
な
砂
塵

対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

問 

ど
の
よ
う
な
砂
塵
対
策
を
実

施
し
て
い
る
か

答 

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
３
基
設

置
し
、
日
中
に
複
数
回
の
散
水
、

年
に
１
回
、
土
壌
団
粒
形
成
工
法

に
よ
り
団
粒
化
剤
を
散
布
し
、
砂

塵
対
策
を
行
な
っ
て
い
る
。
現
在
、

答 

管
理
運
営
計
画
は
、
町
立
博

物
館
の
持
続
的
・
安
定
的
な
事
業

運
営
を
目
指
す
こ
と
、
ま
た
地
域

資
源
の
活
用
に
よ
り
本
町
の
活
性

化
に
も
資
す
る
こ
と
、
地
域
の
人

材
育
成
を
め
ざ
し
、
博
物
館
機

能
の
う
ち
、
特
に
文
化
観
光
・
交

流
機
能
を
拡
充
さ
せ
る
方
向
で
検

討
を
進
め
て
い
る
。
運
営
方
式
は
、

一
部
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
を
検
討
。

　

人
員
体
制
は
、
本

町
学
芸
部
門
で
４
人

と
指
定
管
理
者
を
想

定
。
総
事
業
費
は
約

14
億
８
千
万
円
、
初

年
度
来
館
者
数
は

１
万
５
千
人
を
想
定

し
て
い
る
。

問 

フ
ェ
ー
ヌ
シ
マ
、

三
ヶ
村
大
綱
引
き
を

町
無
形
民
俗
文
化
財

へ
の
指
定
を
提
案
す

る
が
、
所
見
を
伺
う

答 

今
後
団
体
等
と

連
携
し
て
、
保
存
継

承
者
の
育
成
、
無

形
文
化
財
の
普
及
、
振
興
を
図
り
、

町
指
定
文
化
財
に
向
け
て
努
め
て

い
き
た
い
。

運
動
場
の
一
部
芝
生
化
の
可
能
性

を
検
証
す
る
た
め
、
芝
生
化
の
効

果
、
管
理
状
況
に
つ
い
て
試
験
施

工
も
実
施
し
て
い
る
。

問 

今
後
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
て
い
く
か

答 

今
ま
で
以
上
に
ま
め
な
散
水

を
心
が
け
る
よ
う
学
校
へ
の
働
き

か
け
や
、
必
要
に
応
じ
た
団
粒
化

剤
の
散
布
を
行
う
と
と
も
に
、
効

果
的
な
対
策
を
調
査
研
究
し
な
が

ら
、
砂
塵
防
止
に
努
め
て
い
く
。

問 

旗
頭
等
が
演
舞
可
能
な
芝
生

等
の
空
間
の
整
備
を
提
案
し
た
い

が
、
所
見
を
伺
う

答 
縄
文
時
代
だ
け
で
な
く
、
琉

球
王
国
文
化
に
お
け
る
民
俗
芸
能

な
ど
を
演
じ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
空
間
設
計
を
検
討

し
て
い
る
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
本
町
の
産
業
、
観
光
の
振
興

に
つ
い
て

一部芝生化された浜川小学校のグラウンド

行政懇談会の様子

伊礼原遺跡に隣接の博物館建設予定地

防犯カメラ設置予定の宮城２号線
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Q 行政懇談会で町民の要望にど
の程度応えられたか Q 観光協会周辺に公衆トイレを

設置できないか

A Ｈ27年度は178件に対し167件を対応、
処理の完結は167件（94％） A 当該エリアの公衆トイレ等の案内板を設置し

利用できるトイレの周知を検討する

宮
み や ざ と

里　廣
ひろし

 議員大
お お は ま

浜 ヤ
や す こ

ス子 議員

観
光
振
興
を
問
う

問 

観
光
協
会
周
辺
に
公
衆
ト
イ

レ
を
設
置
で
き
な
い
か

答 

当
該
エ
リ
ア
に
は
、
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
内
の
公
衆
ト
イ
レ
及

び
多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
り
、
団
体

観
光
客
の
利
用
が
多
い
た
め
、
９

時
15
分
ご
ろ
か
ら
開
所
し
、
ト
イ

レ
を
利
用
さ
せ
て
い
る
。
今
後
は
、

当
該
エ
リ
ア
の
公
衆
ト
イ
レ
、
美

浜
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
内
の
各

店
舗
を
含
め
、
案
内
看
板
等
を
設

置
し
利
用
で
き
る
ト
イ
レ
の
周
知

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

行
政
懇
談
会
に
つ
い
て

問 

町
民
か
ら
の
要
望
等
に
ど
の

程
度
応
え
ら
れ
た
か
伺
う

答 

行
政
懇
談
会
の
質
問
や
要
望

等
は
、
11
行
政
区
総
数
で
、
毎

回
約
２
０
０
件
、
平
成
27
年
度
行

政
懇
談
会
の
対
応
・
処
理
状
況
で

申
し
上
げ
る
と
、
質
問
や
要
望
等

１
７
８
件
に
対
し
対
応
・
処
理
の

完
結
は
１
６
７
件
、
割
合
で
94
％

完
結
し
て
い
る
。

問 

サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
入
口
の

足
湯
の
拡
張
工
事
を
伺
う

答 

利
用
状
況
の
実
態
を
把
握
し
、

必
要
な
規
模
や
改
修
費
用
、
ま
た

費
用
対
効
果
な
ど
を
確
認
し
て
検

討
す
る
。

姉
妹
都
市
提
携
は

問 

本
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

姉
妹
都
市
提
携
を
伺
う

答 

行
政
に
お
け
る
国
際
交
流
、

観
光
、
教
育
分
野
等
で
各
種
個
別

の
交
流
等
を
行
な
っ
て
お
り
、
今

後
、
検
討
し
た
い
。

道
の
駅
整
備
を
問

う問 

道
の
駅
整
備
を
伺
う

答 

道
の
駅
に
類
似
す

る
機
能
を
持
ち
合
わ
せ

た
、
海
業
振
興
セ
ン
タ
ー

「
う
み
ん
ち
ゅ
ワ
ー
フ
」

が
「
ち
ゃ
た
ん
海
の
駅
」

と
し
て
、
海
の
駅
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
よ
り
平
成
27
年

度
に
認
定
を
受
け
て
お

り
、
今
後
も
当
施
設
の

活
性
化
を
引
き
続
き
推

進
し
た
い
。

問 

行
政
懇
談
会
で
見
え
た
部
分

と
課
題
等
が
あ
れ
ば
、
今
後
ど
の

よ
う
に
検
証
さ
れ
る
か
伺
う

答 

町
民
目
線
の
様
々
な
課
題
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
行
政
懇

談
会
は
有
意
義
な
取
組
み
で
あ
る
。

今
後
も
、
幅
広
い
年
代
の
方
か
ら

質
問
や
要
望
等
が
い
た
だ
け
る
行

政
懇
談
会
と
な
る
よ
う
取
組
む
。

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
は

問 

大
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
対

策
、
実
態
調
査
を
伺
う

答 

大
雨
注
意
報
の
発
令
時
、
台

風
襲
来
前
に
巡
回
し
て
注
意
を
促

し
、
適
宜
判
断
し
て
避
難
指
示
、

避
難
勧
告
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
土
砂
災
害
防
止
法
等
、
関
係

法
令
に
基
づ
き
、
県
と
連
携
す
る
。

点
在
す
る
家
屋
等
の
実
態
調
査
も

視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

問 

ホ
ー
ス
ガ
ー
の
改
修
を
伺
う

答 

藻
の
発
生
、
改
善
に
つ
い
て

は
、
湧
水
元
の
清
掃
等
を
行
い
湧

水
の
水
量
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
解
決

策
を
見
出
す
。

屋
根
付
き
歩
道
整
備
を

伺
う

問 

水
道
課
隣
接
の
北
側
駐
車
場

か
ら
庁
舎
玄
関
ま
で
の
間
に
屋
根

付
き
歩
道
を
整
備
す
る
考
え
は　

答 

「
お
も
い
や
り
駐
車
場
」
の
利

用
状
況
の
検
証
な
ど
、
施
設
利
用

者
か
ら
の
意
向
も
参
考
に
、
財
源
、

事
業
の
優
先
性
及
び
人
員
体
制
等

を
勘
案
し
検
討
す
る
。

環
境
美
化
を
問
う

問 

西
海
岸
の
草
刈
対
策
を
伺
う

答 

草
刈
作
業
等
の
清
掃
業
務
は
、

北
谷
町
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
及
び

北
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
委
託
し
て
い
る
。
デ
ポ
ア
イ
ラ

ン
ド
護
岸
沿
い
の
清
掃
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
会
等
に
も
声
か
け

し
な
が
ら
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。　

宮
城
海
岸
は
、
作
業
員
を
常
駐
し

て
の
清
掃
作
業
を
北
谷
町
地
域
振

興
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
。
契

約
上
は
年
間
の
作
業
回
数
を
決
め

て
い
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

都
度
対
応
し
て
い
る
。

問 

側
溝
蓋
の
取
替
、
側
溝
内
の

雑
草
を
住
民
と
一
緒
に
な
っ
て
除

去
し
て
は
ど
う
か

学
校
給
食
を
問
う

問 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
理
念
を
伺
う

答 

学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
学

校
給
食
の
充
実
と
改
善
に
努
め
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
学
校
及
び

家
庭
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
つ

つ
、
栄
養
、
衛
生
、
安
全
等
に
留

意
し
て
学
校
給
食
法
に
定
め
ら
れ

た
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
。
併
せ

て
財
政
運
営
の
基
本
（
原
則
）
に

基
づ
き
、
健
全
な
学
校
給
食
の
運

営
を
す
る
こ
と
。

問 

委
託
炊
飯
に
な
っ
た
場
合
、

子
ど
も
達
や
保
護
者
に
対
す
る
説

明
・
周
知
の
方
法
を
伺
う

答 

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま
え
、

基
本
設
計
に
お
い
て
基
本
計
画
の
検

証
を
行
な
い
、
議
会
等
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
の
皆
様
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
し

て
い
る
。
ま
た
検
証
結
果
に
つ
い
て
、

保
護
者
の
皆
様
か
ら
御
要
望
が
あ
れ

ば
、
説
明
会
等
を
開
く
こ
と
も
予
定

し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
ま
と

め
た
う
え
で
対
応
す
る
。

答 

道
路
上
の
側
溝
蓋
の
維
持
管

理
は
、
そ
の
都
度
対
応
し
て
お
り
、

出
来
る
範
囲
内
で
今
後
も
対
応
す

る
。
ま
た
、
側
溝
内
の
雑
草
除
去

に
関
し
て
は
、
自
治
会
等
と
調
整

し
て
対
応
す
る
。

問 

犬
の
糞
や
野
良
猫
対
策
を
伺

う答 

今
後
も
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
周

知
広
報
、
飼
い
主
等
の
意
識
啓
発

活
動
を
粘
り
強
く
行
い
な
が
ら
効

果
的
な
対
策
に
つ
い
て
調
査
研
究

に
努
め
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
設

置
は

問 

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
場
所
及

び
供
用
開
始
時
期
を
伺
う

答 

今
年
度
に
基
本
計
画
を
策
定

予
定
。
桃
原
公
園
及
び
砂
辺
の
国

有
地
を
候
補
地
と
し
て
想
定
し
て

い
る
が
、
自
治
会
及
び
関
係
機
関

と
調
整
し
な
が
ら
、
設
置
場
所
を

決
定
す
る
。
供
用
開
始
時
期
の
決

定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
教
育
行
政
に
つ
い
て

◦
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭

典
沖
縄
大
会
Ｉ
Ｎ
ち
ゃ
た
ん

に
つ
い
て

公衆トイレ設置が待たれる観光情報センター周辺

屋根付き要望のある歩道

多くの意見・要望が出る行政懇談会

雑草だらけのデポアイランド西海岸



一
般
質
問

一
般
質
問

議会だより 2017年（No.89）16議会だより 2017年（No.89）17

Q 給食センター事業、検証結果の
報告周知を問う Q 町立保育所や認可保育園での

支援や取組みは

A
議会やＰＴＡ役員に説明を行った。
保護者から説明会の要請等があれ
ば対応する

A 障がい児等の福祉の向上を図ることを目的に、
特別支援保育を実施

渡
と

久
ぐ

地
ち

 政
ま さ

志
し

 議員高
た か

安
や す

　克
か つ

成
な り

 議員

子
ど
も
の
発
達
障
が
い

支
援
は

問 

町
立
保
育
所
や
認
可
保
育
園

で
の
支
援
や
取
組
み
体
制
は　
　

答 

一
般
の
児
童
と
共
に
集
団
保

育
を
す
る
な
か
で
社
会
性
を
培
い
、

健
や
か
な
成
長
発
達
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
障
が
い
児
等
の

福
祉
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
特
別
支
援
保
育
を
実
施
し
て

い
る
。　

問 

幼
稚
園
及
び
小
学
校
で
の
支

援
や
取
組
み
は

給
食
セ
ン
タ
ー
事
業
と

防
災
を
問
う

問 

検
証
結
果
報
告
後
、
委
託
の

場
合
と
炊
飯
設
備
を
有
す
る
場
合

の
ど
ち
ら
を
望
ん
だ
か
。
理
由
を

伺
う

答 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
か
ら
、
コ
ス
ト

が
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
調

理
場
炊
飯
を
希
望
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

問 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
議
会
等
か
ら
の
要

請
の
反
映
は

答 

検
証
結
果
報
告
で
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

答 

北
谷
町
就
学
指
導
委
員
会
で

審
議
を
行
い
、
そ
こ
で
「
支
援
」

と
の
判
定
を
受
け
た
幼
児
に
対
し

て
は
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
有
す

る
臨
時
職
員
を
配
置
。
小
学
校
に

お
い
て
は
、
就
学
指
導
委
員
会
で

の
判
定
を
基
に
、
保
護
者
の
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
合
意
形
成
の
も

と
、
児
童
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
適
切

な
学
習
の
場
を
決
定
し
支
援
す
る
。

問 

言
語
訓
練
が
で
き
る
よ
う
に

言
語
聴
覚
士
の
配
置
は　

答 

現
在
考
え
て
い
な
い
が
、
今

後
、
配
置
の
必
要
性
が
あ
る
か
、

調
査
研
究
し
て
行
く
。

や
議
会
等
か
ら
の
質
疑
や
意
見

を
ま
と
め
、
教
育
委
員
会
の

方
針
を
決
定
。

問 

方
針
決
定
ま
で
の
流
れ

と
条
件
、
時
期
は
い
つ
頃
に

な
る
か

答 

教
育
委
員
会
の
方
針
は

部
長
会
議
及
び
庁
議
に
お
い

て
、
審
議
及
び
総
合
調
整
を

図
り
、
町
の
決
定
を
し
、
早

い
時
期
に
決
定
で
き
る
よ
う

考
え
て
行
く
。

問 

今
回
の
検
証
に
関
す
る

見
解
と
経
緯
の
責
任
に
つ
い

て
問
う

答 

今
回
の
検
証
は
、
平
成
26
年

度
に
作
成
し
た
基
本
計
画
の
一
部

に
つ
い
て
、
最
新
の
資
料
を
取
り

入
れ
実
態
に
即
し
た
検
証
を
行
っ

た
。

問 

再
検
証
の
議
事
録
の
有
無
と

破
棄
さ
れ
た
資
料
に
つ
い
て
伺
う

答 

検
証
で
は
、
教
育
委
員
会
と

受
託
業
者
で
構
成
さ
れ
る
教
育
委

員
会
内
部
調
整
会
議
が
あ
り
、
こ

の
調
整
会
議
の
議
事
録
は
な
い
、

検
証
結
果
に
つ
い
て
町
長
部
局
の

関
係
部
署
と
の
協
議
を
行
い
検
討

会
議
で
会
議
に
つ
い
て
は
議
事
録

北
谷
公
園
野
球
場
に
つ
い

て
伺
う

問 

男
女
ト
イ
レ
を
設
置
す
べ
き

と
思
う
が
、
町
の
考
え
は

答 

近
年
で
は
、
女
子
野
球
も
普

及
し
て
き
た
が
、
野
球
場
建
設
当

時
は
、
競
技
者
は
男
性
が
主
で

あ
り
、
現
在
の
利
用
者
も
ほ
と
ん

ど
が
男
性
で
あ
る
。
今
後
は
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
な
が
ら
、

ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問 

北
谷
町
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
が
整
備
さ
れ
た
が
。
ベ
ン
チ

裏
に
一
ヵ
所
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
、

男
女
共
同
参
画
基
本
理
念
か
ら
町

の
責
務
を
伺
う

答 

野
球
場
が
平
成
７
年
の
供
用

開
始
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
国
の

施
策
と
し
て
男
女
共
同
参
画
に
取

組
ん
だ
の
が
平
成
11
年
。
町
の
条

例
制
定
も
平
成
28
年
４
月
と
考
え

る
と
、
こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
男
女

共
同
参
画
の
理
念
を
町
民
等
に
周

知
し
て
い
く
こ
と
を
責
務
と
し
て

今
後
強
力
に
取
組
ん
で
行
く
。

を
作
成
、
資
料
の
廃
棄
は
行
っ
て

な
い
。

問 

災
害
時
の
炊
き
出
し
や
食
育

か
ら
炊
飯
設
備
の
継
続
が
望
ま
れ

る
が
見
解
は

答 

食
育
と
は
、
生
き
る
上
で
知

育
、
徳
育
、
体
育
の
基
礎
と
な
る

べ
き
も
の
で
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
と
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
が
で
き
る

人
間
を
育
て
る
こ
と
で
、「
食
育
」

は
、
単
な
る
食
生
活
の
改
善
だ
け

で
な
く
、
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ナ
ー
、
自
然
の

恩
恵
に
対
す
る
感
謝
の
念
と
理
解
、

優
れ
た
食
文
化
の
継
承
で
あ
る
。

問 

消
防
の
受
水
槽
や
発
電
機
の

設
備
を
活
用
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー

の
災
害
時
の
対
応
は

答 

北
谷
消
防
署
の
機
能
維
持
と

し
て
設
置
さ
れ
る
、
地
下
に
設
置

さ
れ
る
防
火
水
槽
は
消
火
用
水
で

あ
り
飲
料
に
は
適
さ
な
い
。

　

発
電
機
に
つ
い
て
は
、
消
防
署

の
機
能
維
持
と
災
害
対
策
業
務
へ

の
対
応
の
た
め
、
外
部
へ
の
電
源

の
提
供
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

消
防
署
施
設
機
能
の
一
部
流
用

は
、
施
設
機
能
か
ら
も
食
品
衛
生

上
か
ら
も
困
難
で
あ
る
。

無
届
け
老
人
ホ
ー
ム
を

問
う

問 

町
内
に
無
届
け
老
人
ホ
ー
ム

は
存
在
す
る
か
伺
う

答 

現
在
、
本
町
の
有
料
老
人

ホ
ー
ム
は
９
施
設
あ
り
、
既
存

の
７
施
設
は
全
て
沖
縄
県
へ
届
け

出
済
み
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
、

新
た
に
開
設
さ
れ
た
２
施
設
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
県
へ
届
け
出
の

手
続
き
中
で
あ
る
。

奨
学
金
に
つ
い
て
問
う

問 
給
付
・
貸
与
条
件
は
、
以
前

厳
し
い
状
況
が
あ
る
が
、
緩
和
の

検
討
を
伺
う

答 

北
谷
町
育
英
会
は
、
優
秀
な

学
生
生
徒
で
、
経
済
的
な
理
由
に

よ
り
、
学
資
の
援
助
を
必
要
と
す

る
者
に
対
し
て
学
資
の
一
部
を
貸

与
及
び
給
付
す
る
。

問 

想
定
さ
れ
る
件
数
や
額
は
ど

の
程
度
か
。
ま
た
、
導
入
の
検
討

は
可
能
か
を
伺
う

答 

貸
与
者
の
卒
業
後
の
勤
務
状

況
等
に
よ
り
、
相
談
が
対
応
で
き

る
制
度
基
準
と
な
っ
て
い
る
ま
た
、

従
来
の
貸
与
奨
学
金
に
加
え
、
平

成
30
年
度
か
ら
給
付
型
奨
学
金
制

度
の
導
入
が
さ
れ
る
。

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
居
場
所
・
学
校
に
つ
い
て

◦
白
比
川
周
辺
の
環
境
に
つ
い

て
◦
行
政
懇
談
会
に
お
け
る
課
題

に
他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
桑
江
伊
平
地
区
内
の
公
園
整

備
を
問
う

建
て
替
え
で
炊
飯
設
備
の
維
持
は

女子トイレの設置が望まれる野球場

育ちの支援センターいっぽ

奨
学
金
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Q 高校卒業までの医療費の無料
化と現物給付を問う Q 発達障がい支援法改正をうけ

町の対応を問う

A
高校卒業までの助成拡充の予定は
ないが、中学卒業まですべての現物
給付化は実施

A 関係する各部署においてライフステージ
に応じた支援を実施

目
め

取
ど る

眞
ま

　肇
はじめ

 議員中
な か

村
む ら

　重
し げ

一
い ち

 議員

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
軍
用
地
返
還
問
題
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

◦
北
玉
小
学
校
の
通
学
路
安
全

対
策
に
つ
い
て

医
療
費
無
料
化
を
問
う

問 

中
学
卒
業
ま
で
無
料
だ
が
、

高
校
卒
業
ま
で
の
拡
充
は

答 

無
料
対
象
を
中
学
校
卒
業
ま

で
拡
大
、
町
単
独
費
用
で
実
施
。

平
成
30
年
度
か
ら
所
得
区
分
設
け

ず
中
学
卒
業
ま
で
全
て
の
子
ど
も

を
対
象
の
現
物
給
付
方
式
（
窓
口

無
料
化
）
導
入
を
決
定
。
高
校
卒

業
ま
で
の
拡
充
予
定
は
な
い
。

問 

中
学
卒
業
ま
で
の
年
間
医
療

費
、
入
院
・
通
院
の
利
用
数
は

答 

中
学
卒
業
ま
で
の
年
間
医
療

費
総
額
平
成
28
年
度
末
、
５
億
４

千
３
２
８
万
３
千
２
５
７
円
、
町

か
ら
の
助
成
額
９
千
３
５
２
万

４
千
５
０
４
円
。
入
院
３
９
３
件
、

問 

学
校
現
場
の
取
組
み
は

答 

就
学
指
導
委
員
会
の
判
定
を

基
に
、
保
護
者
と
の
合
意
形
成
で
、

児
童
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
適
切
な

支
援
を
行
う
。
障
が
い
の
種
類
に

応
じ
特
別
支
援
学
級
の
ほ
か
、
全

学
校
に
特
別
支
援
教
育
支
援
員

を
配
置
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

や
、
学
習
に
対
す
る
支
援
等
を
実

施
。
更
に
巡
回
相
談
員
を
派
遣
し
、

幼
児
児
童
生
徒
の
行
動
観
察
を
行

い
、
支
援
員
や
教
諭
等
へ
課
題
解

決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
う
。

問 

今
後
の
支
援
体
制
構
築
は

答 

現
在
の
支
援
体
制
を
継
続
し

早
期
発
見
、
早
期
対
応
、
保
護
者

へ
情
報
提
供
、
個
別
の
指
導
計
画
・

支
援
計
画
に
よ
る
細
か
な
支
援
に

取
組
み
、
配
置
人
材
の
確
保
に
努

め
る
。

通
院
５
４
，０
３
９
件
。

問 

高
校
卒
業
ま
で
拡
充
し
た
場

合
の
医
療
費
等
の
見
込
み
は

答 

約
９
０
０
万
円
の
増
額
。

児
童
館
の
開
館
時
間
延

長
と
土
・
日
の
開
館
は

問 

各
児
童
館
の
利
用
状
況
、
職

員
体
制
、
運
営
は

答 

勤
務
体
制
は
館
長
：
週
３
日

午
前
９
時
15
分
か
ら
午
後
６
時
。

正
職
員
及
び
臨
時
職
員
：
週
５
日

午
前
９
時
15
分
か
ら
午
後
６
時
。

嘱
託
職
員
：
週
５
日
午
前
11
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
。

　

子
ど
も
達
の
健
康
増
進
と
豊
か

な
情
操
を
培
う
事
業
を
展
開
。

問 

児
童
館
の
開
館
延
長
と
、
土
・

日
の
開
館
実
施
の
考
え
は

介
護
保
険
制
度

問 

介
護
保
険
制
度
担
当
窓
口
の

人
員
配
置
は

答 

福
祉
課
の
高
齢
者
福
祉
係
が

担
当
窓
口
と
な
り
、
職
員
５
人
、

嘱
託
職
員
４
人
、
臨
時
職
員
２
人

の
計
11
人
を
配
置
。

問 

包
括
的
支
援
事
業
（
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
の
設
置
と
業

務
内
容
は

答 

本
町
で
は
、
福
祉
課
内
に
設

置
し
①
高
齢
者
の
総
合
相
談
・
権

利
擁
護
や
虐
待
防
止
②
介
護
予
防

の
た
め
の
支
援
③
包
括
的
・
継
続

的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
各
関
係

機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

等
行
い
、「
在
宅
医
療
・
介
護
連

答 

月
か
ら
土
曜
日
ま
で
午
前
10

時
か
ら
午
後
６
時
開
館
。
日
曜

日
、
国
民
祝
日
に
関
す
る
法
規
定

の
休
日
、
12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
、
慰
霊
の
日
は
休
館
。
開
館
時

間
の
延
長
と
日
曜
日
の
開
館
は
人

員
体
制
の
確
保
な
ど
課
題
。
他
市

町
村
の
事
例
等
参
考
に
調
査
研
究

を
進
め
る
。

国
民
健
康
保
険
の
県
単
位
化

問 

国
民
健
康
保
険
は
県
が
財
政

運
営
の
責
任
主
体
と
な
る
、
町
の

国
保
業
務
へ
の
影
響
は

答 

業
務
は
変
わ
ら
な
い
が
、
県

が
算
定
す
る
国
保
事
業
費
納
付
金

を
県
に
納
付
す
る
新
業
務
が
発
生
。

問 

全
県
統
一
保
険
料
を
県
が
試

算
、
内
容
と
本
町
の
保
険
料
の
平

均
と
の
比
較
は

答 

県
提
示
の
国
保
事
業
費
納
付

携
推
進
事
業
」や「
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
体
制
整
備
」
等
の
新
業
務

に
取
組
ん
で
い
る
。

問 

全
国
的
に
介
護
士
不
足
の
状

況
が
あ
る
と
の
こ
と
。
町
も
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
見
解

は答 

町
内
の
入
所
施
設
等
か
ら

「
介
護
職
員
紹
介
の
相
談
が
時
折

あ
り
、
募
集
を
し
て
も
応
募
が
少

な
く
、
配
置
基
準
は
満
た
し
て
い

る
が
、
希
望
の
職
員
数
の
確
保
が

難
し
い
事
業
所
も
あ
る
と
、
把
握

し
て
い
る
。

金
等
の
第
３
回
試
算
結
果
、
一
人
当

た
り
保
険
料
は
８
万
６
千
１
４
７
円
。

本
町
の
平
成
27
年
度
一
人
当
り

実
績
保
険
料
は
８
万
８
千
９
７
５

円
比
較
す
る
と
試
算
結
果
が

２
千
８
２
８
円
低
い
。

問 

国
保
の
加
入
世
帯
数
、
被
保

険
者
数
、
平
均
所
得
状
況
は
、

答 

平
成
29
年
８
月
未
国
保
加
入

世
帯
は
５
，２
６
５
世
帯
、
被
保
険

数
、
９
，６
６
４
人
、
１
人
当
た
り

平
均
所
得
79
万
６
千
５
４
２
円
。

問 

一
般
会
計
か
ら
、
国
保
へ
法

定
外
繰
入
を
か
な
り
行
っ
て
き
た
、

今
後
の
対
応
は

答 

県
が
示
す
国
保
事
業
費
納
付

金
や
保
険
税
率
の
動
向
を
勘
案
し
、

継
続
の
必
要
性
が
あ
る
。

問 

保
険
税
の
減
額
は
何
件
か

答 

低
所
得
世
帯
の
保
険
料
の

７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
は
３
，

２
５
３
世
帯
、
非
自
発
的
失
業
者

の
軽
減
は
69
世
帯
、
条
例
に
基
づ

く
減
免
は
30
世
帯
。
低
所
得
者
等

の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
引
き
続

き
行
う
。

発
達
障
が
い
者
支
援

問 

発
達
障
が
い
者
支
援
法
の
町

民
の
理
解
と
行
政
・
学
校
等
関
係

機
関
の
連
携
を
望
む
が
、
行
政
側

の
対
応
は
ど
う
か

答 

支
援
体
制
図
を
作
成
、
乳
幼

児
健
診
や
学
校
の
健
康
診
断
等
で

の
早
期
発
見
、
関
係
す
る
各
部
署

で
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
支

援
、
保
健
・
福
祉
・
教
育
の
連
携

を
図
り
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
体

制
構
築
に
取
組
ん
だ
。

　

県
や
発
達
障
が
い
者
支
援
セ
ン

タ
ー
、
福
祉
事
業
所
、
医
療
機

関
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

発
達
障
が
い
児
・
者
へ
の
き
め
細

や
か
な
支
援
を
行
う
。
発
達
障
が

い
の
住
民
の
理
解
を
深
め
る
た
め

啓
発
活
動
に
も
取
組
む
。

児童館利用状況(人）
児童館名 子ども 大人 団体 合計
上勢・桑江 18,525 3,706 149 22,380
宮　　　城 16,113 4,073 7,078 27,264
北　　　玉 21,021 10,142 1,373 32,536

職員体制（各館とも）
館　長 １名 正規職員 1名
通常勤務非常勤職員 2名
短時間勤務非常勤職員 1名

地域包括支援センター

北谷町役場内に設置

社会福祉士

主任
ケアマネージャー 保健師

高齢者の皆さんを支援する
拠点です！！

権利擁護や
虐待防止
総合相談の受付

包括的・継続的
マネジメント

介護予防の
ための支援

お困りの時は
地域包括支援
センターへ !!

切れ目のない支援体制がのぞまれる

利用ニーズが高まる児童館

平成30年度より窓口無料化始まる
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Q ICT を活用した教育環境整備
と電子黒板の導入計画は Q グループホームの設置の考えは

A 電子黒板については、次年度配置
を検討中 A 事業所誘致の為、何が出来るか検討

仲
な か

栄
え

真
ま

 恵
え

美
み

子
こ

 議員仲
な か

地
ち

 泰
や す

夫
お

 議員

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
特
定
検
診
受
診
率
の
向
上
に

つ
い
て

◦
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
北
谷
町
の
産
業
つ
い
て

給
食
セ
ン
タ
ー
建
て
替

え
事
業
を
問
う

問 

再
検
証
の
結
果
を
受
け
、
財

政
担
当
課
は
炊
飯
設
備
設
置
を
ど

う
考
え
る
か
。
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
は
、

結
果
を
受
け
炊
飯
設
備
を
有
し
た

方
が
良
い
と
要
望
し
た
が
、
町
長

の
考
え
は

答 
結
果
を
踏
ま
え
教
育
委
員
会

内
部
で
方
針
決
定
さ
れ
る
と
考
え

る
の
で
そ
の
後
協
議
。

教
育
行
政
を
伺
う

問 

町
立
小
学
校
の
オ
ー
プ
ン
教

室
に
つ
い
て
①
現
場
の
教
職
員
・

児
童
・
保
護
者
か
ら
の
評
価
は
ど

う
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
②

後
付
け
で
ク
ロ
ー
ズ
に
出
来
る
設

備
計
画
は

答 

①
オ
ー
プ
ン
教
室
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
は
4
小
学
校
の
教
職

員
に
7
月
に
実
施
。
フ
ル
オ
ー
プ

ン
教
室
は
肯
定
的
な
意
見
が
あ
る

一
方
で
視
覚
や
音
環
境
が
課
題
と

の
意
見
が
あ
る
。
第
2
小
学
校
の

セ
ミ
オ
ー
プ
ン
教
室
は
概
ね
好
評
。

②
今
後
の
施
設
活
用
や
施
設
整
備

の
調
査
研
究
が
必
要
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
環
境
整
備
を
問
う

問 

環
境
や
機
器
を
活
用
し
た
育

成
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
が
認
識

は答 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
と
適

切
・
効
果
的
活
用
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
認
識
。

問 

教
育
委
員
に
つ
い
て
①
新
制

度
と
教
育
委
員
の
役
目
は
②
現
教

育
委
員
の
体
制
は
③
教
育
委
員
が

給
食
セ
ン
タ
ー
や
教
室
の
形
態
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
る
場
所
は
あ

る
か
。
ま
た
、
教
育
委
員
の
見
解

は答 

①
新
制
度
は
、
教
育
委
員
長

と
教
育
長
を
一
本
化
。
首
長
と
教

育
委
員
会
が
協
議
を
行
う
総
合
教

育
会
議
の
設
置
。
首
長
に
よ
る
大

綱
の
策
定
。
役
目
は
教
育
行
政
の

運
営
。

②
教
育
委
員
長
及
び
教
育
委
員
４

人
③
重
要
施
策
に
つ
い
て
は
適
宜

進
捗
状
況
等
を
教
育
委
員
会
に
報

告
し
協
議
・
調
整
し
な
が
ら
進
め

て
い
る
。

問 
町
立
幼
稚
園
に
つ

い
て
①
4
園
の
ク
ラ

ス
数
と
職
員
体
制
は

②
非
正
規
職
員
が
多

く
弊
害
が
あ
る
と
聞

く
が
他
自
治
体
の
状

況
把
握
は
③
新
採
用

の
臨
時
職
員
を
育
て

て
も
任
用
期
間
が
終

わ
る
と
去
っ
て
い
く

虚
し
さ
を
繰
り
返
し

て
い
る
と
の
現
場
の

声
は
届
い
て
い
る
か

問 

電
子
黒
板
の
活

用
状
況
、
効
果
と
使

い
方
の
研
修
会
は

答 

日
常
的
に
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
が
活
用
さ
れ

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
を
配
置
し
、
各

学
校
で
研
修
を
実
施

し
て
い
る
。

問 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
教
育
環
境
整
備

と
電
子
黒
板
の
導
入

計
画
は

答 

電
子
黒
板
に
つ

い
て
は
、
次
年
度
配

置
を
検
討
中
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
基

本
計
画
検
証
を
問
う

問 

検
証
結
果
に
つ
い
て
の
見
解

は
。
結
果
を
踏
ま
え
、
炊
飯
設
備

の
有
無
の
判
断
は
い
つ
頃
か

答 

議
会
及
び
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

役
員
に
説
明
後
の
意
見
を
ま
と
め

た
上
で
教
育
委
員
会
の
方
針
を
決

定
。
そ
の
後
、
部
長
会
議
及
び
庁

答 

①
4
幼
稚
園
で
4
・
5
歳
児

保
育
を
合
わ
せ
10
ク
ラ
ス
。
園
長

は
小
学
校
校
長
が
兼
務
し
、
副
園

長
は
各
1
人
、
全
10
ク
ラ
ス
の
担

任
に
本
務
教
諭
を
配
置
。
育
児
休

暇
の
代
替
教
諭
の
臨
時
職
員
3
人
。

午
後
の
保
育
事
業
は
各
幼
稚
園
に

計
6
ク
ラ
ス
嘱
託
職
員
6
人
配
置
。

補
助
教
諭
4
人
と
特
別
支
援
を
要

す
る
加
配
教
諭
4
人
を
臨
時
職
員

と
し
て
配
置
。
預
か
り
保
育
の
へ

ル
パ
ー
6
人
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
9
人
を
短
時
間
労
働
と
し
て

雇
用
。
②
近
隣
市
町
村
で
は
2
年

か
ら
5
年
ほ
ど
同
じ
幼
稚
園
で
勤

務
可
能
。

議
に
諮
り
町
の
決
定
と
す
る
。

問 

補
助
メ
ニ
ュ
ー
と
財
源
計
画

は答 

北
谷
町
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
事
業
基
金
を

財
源
と
し
、
平
成
31
年
度
ま
で
に

13
億
９
，２
８
０
万
円
積
み
立
て
る
。

平
成
28
年
度
末
現
在
、
９
億
９
，

８
６
５
万
円
。

宇
地
原
区
行
政
懇
談
会

に
つ
い
て
伺
う

問 

白
比
川
線
か
ら
国
道
58
号
線

入
口
付
近
へ
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
設

置
に
つ
い
て
国
と
の
話
し
合
い
の

結
果
は

答 

沖
縄
警
察
署
交
通
対
策
課
は

当
該
地
へ
の
設
置
は
適
し
な
い
と

回
答
。

問 

白
比
川
線
か
ら
国
道
58
号
線

付
近
に
20
年
近
く
放
置
車
両
が
あ

る
が
県
へ
の
要
請
と
取
組
み
は

答 

放
置
場
所
は
県
有
地
で
あ
る

の
で
説
明
・
対
応
を
要
請
し
た
。

問 

ホ
ー
ス
ガ
―
の
環
境
整
備
・

保
全
、
調
査
・
対
策
に
つ
い
て
伺

う答 

平
成
23
年
に
整
備
済
み
。
年

福
祉
行
政
を
問
う

問 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
設
置
の

考
え
は

答 

事
業
所
誘
致
の
為
何
が
出
来

る
か
検
討
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
職
員
の

空
き
宿
舎
を
活
用
は
出
来
な
い
か

答 

目
的
外
活
用
は
困
難
。

問 

国
体
道
路
付
近
に
福
祉
関
連

の
施
設
誘
致
に
活
用
予
定
用
地
が

あ
る
と
聞
く
が
計
画
と
進
捗
は

答 

具
体
的
計
画
は
未
定
だ
が
、

効
果
的
土
地
利
用
を
引
き
続
き
検

討
。

に
２
回
の
水
質
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
今
後
は
水
源
の
清
掃
を
行

い
改
善
策
を
見
出
す
。

問 
宇
地
原
区
の
空
き
家
対
策
の

進
捗
状
況
と
取
組
み
に
つ
い
て
伺

う答 

町
内
に
は
９
件
の
空
き
家
を

確
認
。
対
策
を
行
う
た
め
平
成

30
年
度
に
空
き
家
調
査
を
実
施
し
、

結
果
を
踏
ま
え
条
例
制
定
を
予
定
。 空き部屋が多い公務員宿舎

幼稚園の職員体制は適正か

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
授
業
風
景

放置車両の対応は
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Q 本町の介護施設、認知症対応
型施設数は Q 昨年の９月議会でバス停の名称変更につい

て関係機関と調整すると回答進捗状況は

A
認知症対応型共同生活介護いわゆる
グループホームは４施設、認知症に特
化した通所介護は２ヵ所

A 名称変更の可否を確認し、協議が整えば、
新たなバス停名称の検討作業へ進める

友
と も

利
り

　勉
つとむ

 議員玉
た ま

那
な

覇
は

　淑
ひ で

子
こ

 議員

他
に
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た

◦
学
力
テ
ス
ト
結
果
に
つ
い
て

国
道
58
号
線
バ
ス
停
名

称
の
変
更
を
問
う

問 

名
称
変
更
を
決
定
し
、
手
続

き
か
ら
完
了
ま
で
の
期
間
は

答 

各
バ
ス
会
社
の
計
画
等
も
あ

り
、
現
段
階
に
は
把
握
し
て
い
な

い
。
今
後
の
協
議
で
詳
細
は
決
定
。

問 
各
種
シ
ス
テ
ム
等
の
変
更
に

伴
う
経
費
等
、
予
想
さ
れ
る
負
担

費
用
は

答 

各
種
シ
ス
テ
ム
等
の
変
更

に
伴
う
経
費
等
は
、
概
算
で

１
０
０
万
円
程
度
。
費
用
負
担
額

は
、
関
係
バ
ス
会
社
へ
直
接
見
積

り
依
頼
し
て
い
る
状
況
。

生
き
生
き
と
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
を
問
う　

問 

本
町
の
高
齢
者
の
中
で
、
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
人
数
と
割
合

は答 

平
成
29
年
３
月
末
時
点
の
本

町
の
高
齢
者
数
は
５
，３
９
４
人
、

高
齢
化
率
は
18
・
５
％
。

　

平
成
29
年
３
月
末
時
点
で
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
の

ラ
ン
ク
Ⅱ
以
上
の
者
が
６
９
４
人
、

高
齢
者
全
体
の
12
・
９
％
。

防
災
対
策
の
取
組
み
は

問 
こ
れ
ま
で
本
町
に
お
い
て
土

砂
災
害
が
発
生
し
た
件
数
、
そ
の

時
の
雨
量
等
、
原
因
と
場
所
は

答 

平
成
27
年
、
平
成
28
年
に
は
、

土
砂
崩
れ
の
発
生
の
報
告
は
な
い
。

平
成
29
年
は
現
時
点
で
１
件
の
土

砂
崩
れ
が
発
生
。
宇
地
原
区
に
お

い
て
、
梅
雨
時
期
の
降
り
続
い
た

雨
の
影
響
で
住
宅
裏
の
土
砂
崩
れ
。

宅
地
等
に
対
す
る
被
害
は
な
い
。

問 

高
齢
者
や
認
知
症
状
の
あ
る

人
、
そ
の
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
の
取

組
み
は

答 

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を

配
置
し
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家

族
を
支
援
す
る
相
談
支
援
や
そ
の

体
制
を
構
築
す
る
た
め
の
取
組
み

を
推
進
。

妊
娠
、
出
産
、
育
児
、

教
育
ま
で
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
ま
ち
を
問
う

問 

本
町
の
人
口
の
将
来
展
望
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
の
理
想
の

出
生
率
と
実
際
の
出
生
率
の
差
の

分
析
は

答 

そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
理
想
は

出
生
率
は
２
・
46
と
い
う
試
算
結

果
が
あ
る
。
本
町
の
平
成
24
年
時

点
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、
１
・

76
で
あ
り
、
町
民
が
望
む
理
想
の

出
生
率
と
実
際
の
出
生
率
に
隔
た

り
が
あ
る
。

問 

今
後
の
結
婚
、
出
産
、
子
育

て
に
関
す
る
施
策
は
、
約
７
割
が

「
子
育
て
と
仕
事
を
両
立
職
場
環

境
の
整
備
支
援
」「
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
医
療
体
制
の
整
備
」「
子

問 

町
内
、
消
防
団
員
の
定
数
と

現
在
の
行
政
区
ご
と
の
消
防
団
員

数
は

答 

本
町
の
消
防
団
員
の
定
数
は

25
人
で
、
現
在
24
人
が
任
命
、
欠

員
に
つ
い
て
は
新
た
な
団
員
を
選

考
中
。
団
員
24
人
の
う
ち
町
内

在
住
者
は
13
人
で
、
上
勢
区
１
人
、

栄
口
区
１
人
、
謝
苅
区
２
人
、
宇

地
原
区
１
人
、
北
前
区
２
人
、
砂

辺
区
１
人
、
美
浜
区
３
人
で
、
そ

の
他
11
人
は
在
勤
者
等
。

問 

県
内
で
講
習
会
開
催
な
ら
び

に
受
験
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

必
要
だ
と
思
う
が
考
え
は
。
防
災

士
資
格
取
得
の
た
め
の
費
用
の
助

成
は

答 

本
年
４
月
に
日
本
防
災
士
会

沖
縄
県
支
部
が
結
成
さ
れ
た
。
今

後
、
同
支
部
の
活
動
の
一
環
と
し

て
防
災
士
育
成
の
た
め
の
講
習
会

等
が
実
施
さ
れ
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
防
災
士
資
格
取
得
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
町
内
の
自
主
防

災
組
織
で
積
極
的
に
活
動
す
る
な

ど
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
と
、
自
主
防
災
組
織
の

推
薦
を
条
件
に
受
講
料
等
の
補
助

を
検
討
し
て
い
る
。

育
て
に
関
す
る
経
済
的
支
援
」
と

回
答
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
併

せ
て
そ
の
取
組
み
を
伺
う

答 

「
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
支

援
」
は
、
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事

業
、
認
可
外
保
育
施
設
保
護
者
負

担
軽
減
事
業
、
ひ
と
り
親
家
庭
等

認
可
外
保
育
施
設
利
用
補
助
事

業
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
利
用
支
援
事
業
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利
用

支
援
事
業
、
学
童
保
育
料
の
減
額

措
置
、
保
育
所
延
長
保
育
料
の
免

除
措
置
を
実
施
し
て
い
る
。

学
校
に
お
け
る

電
子
黒
板
等
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
充
実
は

問 

本
町
の
電
子
黒
板

の
活
用
及
び
効
果
性

に
つ
い
て
の
検
証
結
果

を
問
う

答 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
っ
た
授
業
を
行
っ
た

小
学
校
93
％
、
中
学

校
60
％
、
小
学
校
で

は
ほ
と
ん
ど
の
教
師

が
活
用
。
中
学
校
で

は
電
子
黒
板
や
大
型

テ
レ
ビ
配
置
教
室
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
Ｃ

バ
ス
）
の
実
証
実
験
は

問 

平
日
な
ら
び
に
土
曜
日
、
日

曜
日
（
祝
祭
日
）
の
乗
車
状
況
等
、

集
計
結
果
を
問
う

答 

平
成
29
年
７
月
は
31
日
間
の

運
行
日
数
で
、
延
べ
利
用
者
数

は
１
，４
０
０
人
（
日
平
均
45
・
16

人
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、

平
日
20
日
間
利
用
者
は
９
８
３
人

（
日
平
均
49
・
15
人
）、
土
・
日
・

祝
日
11
日
間
で
４
１
７
人
（
日
平

均
37
・
91
人
）。

活
用
し
て
い
る
。「
行
っ
た
」
と
回

答
の
中
、「
ほ
ぼ
毎
日
」
と
答
え
た
。

小
学
校
53
％
、
中
学
校
56
％
、「
週

に
数
回
」
を
含
め
る
と
、
小
学
校

で
88
％
、
中
学
校
で
70
％
と
な
り

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や
デ
ジ
タ
ル
教

材
の
活
用
で
、
分
か
り
や
す
い
授

業
と
な
り
、
学
習
意
欲
の
向
上
に

つ
な
が
る
。
従
来
方
法
に
比
べ
効

率
化
し
、
次
期
学
習
指
導
要
領
が

求
め
る
、
自
分
の
考
え
を
広
げ
る

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

に
つ
な
が
る
。

電子黒板を利用し海外の子ども達と交流中

子ども達と交流する高齢者

コミュニティバスの活用状況は

土
砂
災
害
の
危
険
場
所
の
視
察

バス停名の変更は
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Q 庁舎内へのベビーカートの設
置を要望するが如何か

A
乳幼児を抱え役場に来庁される方に使
用していただけるよう、設置したいと考
えている

宮
み や

里
ざ と

　歩
あゆみ

 議員

子
育
て
支
援
を
問
う

問 

庁
舎
内
入
り
口
付
近
に
は
、

車
椅
子
が
設
置
。
子
ど
も
連
れ

の
方
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ベ

ビ
ー
カ
ー
ト
の
設
置
は

答 

北
谷
町
役
場
庁
舎
に
設
置
さ

れ
た
車
椅
子
同
様
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

ト
も
設
置
し
た
い
と
考
え
る
。

問 

公
立
保
育
園
で
の
母
乳
育
児

を
受
け
入
れ
る
に
は
人
員
体
制
や

冷
蔵
庫
の
確
保
な
ど
が
課
題
、
事

業
の
中
で
も
母
乳
育
児
を
推
進
し

て
お
り
、
前
向
き
に
実
現
で
き
な

い
か

趣
　
旨

　

こ
れ
ま
で
、
炊
飯
設
備
の
有
無

に
関
す
る
積
算
方
法
に
対
し
て
疑

義
が
あ
り
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

平
成
29
年
１
月
20
日
に
「
炊
飯
設

備
の
有
無
は
両
面
あ
り
き
で
再
検

証
」
と
い
う
判
断
が
教
育
委
員
会

に
よ
り
下
さ
れ
、
文
教
厚
生
常
任

委
員
会
に
再
検
証
の
報
告
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
結
果
、
炊
飯
設
備
有

り
と
炊
飯
設
備
無
し
（
外
注
）
と

の
総
事
業
費
の
差
は
、
45
年
事
業

で
わ
ず
か
年
間
23
万
円
に
留
ま
っ

た
。

そ
の
後
、
全
議
員
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
役
員
へ
の
説
明
が
行
わ
れ
、

保
護
者
の
立
場
か
ら
は
、
よ
り
安

心
・
安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
継

続
し
て
提
供
で
き
る
事
を
望
む
意

見
が
あ
っ
た
。

　

炊
飯
設
備
を
有
す
る
事
に
よ

り
、行
政
が
直
接
管
理
す
る
安
心
・

安
全
に
加
え
、
炊
き
立
て
で
お
い

し
い
給
食
を
提
供
す
る
事
が
で
き
、

和
食
文
化
の
継
承
や
四
季
を
感
じ

る
米
飯
の
献
立
を
基
本
と
し
た
食

育
の
更
な
る
推
進
を
し
、
本
町
で

の
大
災
害
時
に
も
大
い
に
役
立
つ

可
能
性
も
あ
り
、
是
非
と
も
炊
飯

設
備
の
継
続
導
入
を
求
め
る
。

主
な
質
問

Q
中
間
報
告
を
受
け
、
常
任
委
員
会

と
し
て
は
一
方
、
方
向
性
を
出
す
協

議
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
あ
っ
た
。
や

は
り
何
ら
か
の
形
で
結
論
を
出
す
べ
き
。

委
員
会
の
中
で
議
論
は
あ
っ
た
か

A
一
点
の
方
向
性
を
出
す
為
に
協
議
を

行
っ
て
き
た
が
、
結
論
を
出
す
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

Q
委
託
先
は
本
当
に
、
子
ど
も
達
の

給
食
を
任
せ
ら
れ
る
適
切
な
場
所
か

A
委
託
先
は
、
現
在
町
外
の
数
か
所
に

お
米
を
提
供
し
て
い
る
が
、
築
年
数
が

38
年
と
老
朽
化
し
て
い
る
。

Q
各
行
政
区
で
説
明
会
を
し
て
き
た

と
の
事
。
ど
れ
く
ら
い
の
方
々
が
参
加

し
た
の
か

A
約
１
０
０
人
程
度
と
理
解
し
て
い
る
。

Q
検
証
結
果
が
わ
ず
か
年
間
23
万
の

差
。
23
万
ま
で
縮
め
た
要
因
は

A
人
件
費
、
設
備
費
、
設
備
更
新
費

等
に
疑
義
が
あ
り
再
検
証
に
な
っ
た
。

Q
再
検
証
で
、
年
間
23
万
円
に
差
が

留
ま
っ
た
。
そ
の
一
番
の
問
題
は
人
員

の
配
置
。
臨
時
で
対
応
し
て
も
良
い
と

の
考
え
か

A
現
在
は
パ
ー
ト
が
役
割
を
担
っ
て
い

る
。

答 

栄
養
面
や
免
疫
の
面
か
ら
母

乳
に
よ
る
育
児
は
、
町
と
し
て
も

推
進
。
母
乳
育
児
者
が
保
育
所
に

児
童
を
入
所
さ
せ
る
場
合
の
対
応

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
調
査
研

究
し
て
い
く
。

　
町
民
農
園
に
つ
い
て

問 

町
民
農
園
の
現
在
の
待
ち
人

数
と
、
申
し
込
み
の
際
の
提
出
書

類
の
簡
素
化
は
で
き
な
い
か

答 

現
在
の
待
ち
人
数
は
21
人
。

申
し
込
み
の
際
の
提
出
書
類
簡
素

化
は
、
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問 

開
園
し
て
約
１
年
半
経
過
。

利
用
区
画
が
放
置
さ
れ
雑
草
が
生

え
て
い
る
状
況
が
何
ヵ
所
か
あ
る
。

年
に
一
度
利
用
更
新
確
認
の
見
直

し
で
き
な
い
か

答 

放
置
さ
れ
雑
草
が
生
え
て
い

る
区
画
は
、
そ
の
都
度
、
町
か
ら

所
有
者
に
今
後
の
農
園
利
用
に
つ

い
て
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

道
路
行
政
を
問
う

問 

行
政
懇
談
会
で
質
問
の
あ
っ

た
旧
琉
球
銀
行
横
、
八
百
屋
前
の

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
の
進
捗
状
況

を
伺
う

答 

行
政
懇
談
会
後
に
、
当
事
者

に
違
法
駐
車
を
し
な
い
よ
う
注
意

を
促
し
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
は
別

の
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
を
去
る
９
月
８

日
に
設
置
。

問 

桑
江
中
央
線
の
制
限
速
度
を

関
係
機
関
と
調
整
し
て
い
る
か

答 

第
二
小
学
校
周
辺
に
つ
い
て

は
、
幹
線
道
路
で
あ
る
桑
江
中
央

線
と
他
の
道
路
の
速
度
表
示
が
逆

転
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
学

校
前
の
道
路
と
、
桑
江
中
央
線
の

下
限
設
定
を
上
げ
る
こ
と
の
危
険

性
も
含
め
、
沖
縄
警
察
署
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
対
応
し
た
い
。

学
校
給
食
・
食
育
に
つ

い
て

問 

町
の
給
食
時
間
の
実
態
、
ま

た
、
完
食
で
き
な
い
子
へ
の
指
導
、

給
食
に
お
け
る
特
別
教
育
支
援
員

の
関
わ
り
を
問
う

答 

給
食
時
間
に
は
特
別
支
援
教

育
支
援
員
の
関
わ
り
は
、
小
学
校

３
校
で
支
援
さ
れ
、
食
べ
方
や
牛

乳
の
開
け
方
指
導
、
本
人
の
意
思

を
確
認
し
量
の
調
整
、
偏
食
が
あ

る
児
童
に
対
し
て
は
、
マ
ナ
ー
良

く
食
べ
る
よ
う
指
導
、
時
間
内
に

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
声
か
け
を
し
、

安
全
面
の
確
認
や
食
後
の
薬
の
服

用
補
助
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

北谷町の未来が
　　議場で決まる！！
さあ行こう！！
　　議会傍聴へ！！

特集！

今回、第十代議会始まって以来の、
一日40人の傍聴者が来場しました！！
※（これまでの会期中の平均人数27人。一日平均1.5人）

【40人のうちわけ】

男 女 町内 町外

21人 19人 34人 ６人

反対８人賛成10人

役場入口にベビーカートの設置を

町民農園の現状は

給食配膳の様子

「北谷町立学校新給食センターの
施設整備において
炊飯設備の継続導入を求める」
決議　可決 !

（P10参照）
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平成29年12月定例会に傍聴へ行こう!!
平成29年12月14日（木）開催予定
本会議を行う議場では、手話通訳及び
補聴装置を御利用になれます。
●手話通訳は、傍聴予定日の7日前までに議会事務局
へお申込み下さい。
●補聴装置は、傍聴受付の際にお申出下さい。
　詳細は北谷町ホームページ検索サイトで!!
　HPアドレス：http://www.chatan.jp/chogikai/

　
私
は
、
九
月
二
十
八
日
、
北
谷
町

定
例
議
会
を
傍
聴
し
た
。
数
々
の
決

議
、
意
見
書
、
要
請
等
が
可
決
、
採
択

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
特
に
、
注
目

し
た
の
が
「
給
食
セ
ン
タ
ー
の
施
設
設

備
に
お
い
て
炊
飯
設
備
の
継
続
導
入
を

求
め
る
決
議
」
で
あ
る
。
反
対
討
論
六

人
。
賛
成
六
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

聞
い
て
な
る
ほ
ど
、
も
っ
と
も
な
、
或

い
は
、
ん
～
…
…
こ
ん
な
考
え
も
あ
る

の
か
。
町
民
が
納
得
す
る
よ
う
な
内
容

だ
ろ
う
か
？
　
こ
の
決
議
は
傍
聴
席
が

満
席
に
な
る
関
心
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。

反
対
、
賛
成
の
議
員
か
ら
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
私
は
、
今
、
現
実
の
他
県

の
給
食
の
委
託
を
し
た
場
合
の
子
ど
も

の
安
心
・
安
全
に
つ
い
て
気
に
な
る
記

事
を
目
に
し
て
い
た
の
で
「
あ
れ
っ
」。

委
託
に
す
る
意
見
に
つ
い
て
は
神
奈

川
県
・
大
磯
町
の
中
学
校
の
学
校
給
食

の
「
不
味
い
」「
異
物
混
入
」
騒
動
で

あ
る
。
委
託
に
し
て
ご
飯
だ
け
と
は
い

え
、
安
心
・
安
全
は
本
当
に
守
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
責
任
は
誰
が
と
る
の
だ
ろ

う
か
。
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。
私
見

と
し
て
は
、「
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
」

の
面
か
ら
見
て
も
、
絶
対
炊
飯
設
備
は

必
要
だ
と
思
う
し
、
各
県
の
実
状
か
ら

し
て
も
炊
飯
設
備
の
継
続
導
入
は
当
然

で
あ
る
。
と
訴
え
た
い
。
北
谷
町
議
会

の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
十
対
八
で
可

決
さ
れ
た
の
は
心
の
底
か
ら
の
拍
手
を

送
り
た
い
。

北玉区
安座間 好徳

議
会
を
傍
聴
し
て

　

ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
続
く
今
日
こ
の
頃

で
す
が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

「
議
会
だ
よ
り
」は
年
４
回
発
行
し
て
い

ま
す
。

　

３
月
、６
月
、９
月
、12
月
の
定
例
会
及

び
臨
時
議
会
に
お
け
る
議
会
活
動
に
つ

い
て
広
く
町
民
に
お
知
ら
せ
す
る
議
会

報
告
で
あ
り
ま
す
。議
会
広
報
委
員
会

で
は
、町
民
が
い
か
に
よ
み
や
す
く
親
し

ま
れ
る
か
に
つ
い
て
、研
修
会
で
学
び
議

会
だ
よ
り
79
号
が
沖
縄
県
町
村
議
会
議

長
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
は
、今
回
13
人
の

議
員
が
一
般
質
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。28

日
の
９
月
定
例
会
最
終
本
会
議
で
新
給

食
セ
ン
タ
ー
の
炊
飯
設
備
の
継
続
導
入

を
求
め
る
決
議
を
採
決
の
結
果
、発
議

42
号
は
賛
成
10
、反
対
８
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。傍
聴
席
は
、席
に
座
れ
な
い
ほ

ど
多
く
の
町
民
が
傍
聴
に
来
て
こ
れ
ま

で
に
な
い
熱
気
あ
ふ
れ
る
大
き
な
拍
手

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
後
と
も
、町
民

目
線
に
立
っ
て
議
会
の
活
動
を
伝
え
る

こ
と
を
目
指
し
紙
面
づ
く
り
、な
お
、よ

り
良
い
住
民
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、緊
張
感
を

も
っ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

町
民
・
行
政
・
議
会
・
と
の
情
報
交
流

の
源
流
と
な
る
よ
う
、広
報
員
一
同
、よ

り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
議
会
広
報
委
員
）　

宮
里
　
廣

記
後
集
編


